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th Anniversary

月
25
日
解
除
）
で
、
暮
ら
し
の
先
行
き
に
対
す
る

恐
怖
心
が
当
初
は
強
か
っ
た
よ
う
に
私
は
思
い
ま

す
が
、
そ
の
時
期
が
一
旦
過
ぎ
、
就
労
不
安
な
ど

苦
し
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
な
か
、
経
済
対
策

（
Go
To
○
○
）
が
優
先
さ
れ
る
一
方
で
、
だ
ん

だ
ん
市
民
の
生
活
や
健
康
・
医
療
へ
の
具
体
策
と

情
報
が
見
え
な
く
な
り
、
取
り
残
さ
れ
た
感
が
強

く
出
て
き
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、  

①
一 

回
の
相
談
会
で
は
解
決
で
き
ず
、

継
続
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
②
コ
ロ
ナ
禍
に
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、
ま
た
、

感
染
被
害
そ
の
も
の
が
収
束
し
た
と
し
て
も
、
社

会
的
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
の
回
復
に
は
か
な
り
の
時
間

と
努
力
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
こ
と　
③ 

コ
ロ
ナ

は
〝
困
り
ご
と
〞
が
深
刻
化
・
表
面
化
す
る
き
っ

か
け
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
生
活
に

支
障
が
生
じ
う
る
社
会
状
況
が
真
の
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
委
員
会
の
活
動
の
在
り
方
を
再
検

討
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
の
師
走
の
現
在
、
自
助
努
力
を
迫

る
自
己
責
任
論
が
強
ま
り
、
追
い
込
ま
れ
て
も
頼

る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
風
潮
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
露
わ
に
な
っ
た
既
存
の
社
会

シ
ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
歪
み
や
矛
盾
を
、
市
民

の
連
携
と
協
力
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
「
近
助
づ

く
り
」
が
喫
緊
の
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
活
動
概
要

■ 

後
援
・
協
力　
　
多
摩
市
、
多
摩
市
医
師
会
、

府
中
緊
急
派
遣
村
、
し
ご
と
・
く
ら
し
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
多
摩
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

ヤ
マ
ト
運
輸
（
株
）
ネ
コ
サ
ポ
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
支
店
、
グ
リ
ナ
ー
ド
永
山
、
啓
光
学
園
、

恵
泉
女
学
園
大
学
、
自
治
労
多
摩
、
多
摩
市
職

員
組
合
、
府
中
緊
急
派
遣
村
労
働
組
合
、
三
多

摩
労
働
組
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン 

■ 

ス
タ
ッ
フ
・
参
加
者
　
　
弁
護
士 

12 

名
、
医

療
関
係
者 

3 

名
、
多
摩
市
議
会
議
員 

13 

名
、

他
市
議
員
、上
記
関
係
者
、そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
◎
参
加
者【
11
月
2
日
】91 

名　
【
11
月
3
日
】

54 

名

※
た
だ
し
、
両
日
参
加
者
の
多
く
は
3
日
に
は
記

入
し
て
い
な
い
。
ま
た
見
学
者
等
も
含
む
。 

■ 

相
談
者
数
　【
11
月
2
日
】
対
面 

15 

件  【
11
月

3
日
】
対
面 

26 

件
、
電
話 

1 

件  【
合
計
】
42

件
■ 

相
談
内
容
（
一
部
抜
粋
）

 

・
介
護
施
設
の
職
員
と
し
て
勤
務
。
母
親
の
介
護

で
10
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
有
給
休
暇
を
取
得
。
11

も
必
要
。　

・
食
料
支
援
が
本
当
に
必
要
な
人
に
対
し
て
、
多

摩
市
内
で
の
さ
ら
な
る
受
け
皿
の
必
要
性
が
あ

る
。

・
民
間
が
で
き
る
の
は
食
料
援
助
等
だ
け
で
、
課

題
の
背
景
に
つ
い
て
は
市
が
取
り
組
む
べ
き
こ

と
で
は
な
い
か
。

・
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
食
料
援
助
が
課
題
。
お

金
の
使
い
方
で
指
導
が
入
っ
て
し
ま
う
。

﹇
公
の
相
談
・
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
﹈

・
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
と
し
た
相
談
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
課
題
に
つ
な
が
る
相
談
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

・
役
所
で
も
支
援
策
一
覧
を
作
成
し
て
い
る
が
、

そ
の
情
報
が
理
解
で
き
な
い
人
が
相
談
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
情
報
の
発
信
の
仕
方
が
必
要
。

・
12
月
29
日
以
降
の
年
末
年
始
、
行
政
な
ど
の
支

援
体
制
を
確
認
し
、
協
力
体
制
を
作
る
べ
き
。

・
都
の
用
意
す
る
年
末
年
始
の
コ
ロ
ナ
失
業
者
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
各
市
の
枠

（
T
O
K
Y
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
等
も
含
め
）

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

﹇
運
営
・
体
制
に
つ
い
て
﹈

・
事
前
の
案
内
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
市
営
や
都

営
住
宅
中
心
に
計
画
す
る
だ
け
で
な
く
、
民
間

ア
パ
ー
ト
等
に
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。

・
相
談
会
会
場
は
、（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
考

え
）
屋
外
で
行
う
だ
け
で
な
く
、
相
談
者
の
立

場
か
ら
考
え
た
場
合
、
人
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と

を
嫌
が
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
屋
内
で
行

う
こ
と
に
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

・
相
談
内
容
か
ら
団
体
交
渉
と
な
っ
た
例
も
あ
る
が
、

労
組
自
体
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
実
態
が
あ
る
。

・
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
側
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
必
要
で
な
い
か
。
同
様
な
支
援
を
し
て
い
る

者
同
士
の
連
携
も
必
要
だ
。

・
相
談
会
会
場
に
入
り
に
く
い
と
い
う
印
象
が
あ
っ

た
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
何
を
目
的
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
も
っ
と
示
す
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、 

 

① 

相
談
さ
れ
る
方
の
相
談
ご
と
と
そ
の
心
情
に
寄

り
添
い
、
解
決
の
第
一
歩
を
確
実
に
導
き
、
そ

の
行
動
は
的
確
で
あ
っ
た
か
。  

 

② 

命
の
危
機
を
前
に
、
あ
る
べ
き
行
政
と
市
民
の

活
動
の
姿
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
か
。   

③ 

必
要
と
し
て
い
る
人
に
し
っ
か
り
情
報
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
計
画
は
で
き
た
か
。

支
援
の
〝
近
助
づ
く
り
〞
を
機
動
力
を
持
っ
て

実
施
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
常

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

月
か
ら
復
帰
を
し
よ
う
と
し
た
が
仕
事
が
な
い

と
言
わ
れ
た
。
例
年
は
11
月
に
契
約
書
を
交
わ

し
て
い
る
。

 

・
P
C
R
の
受
け
方
に
つ
い
て

 

・
4
月
か
ら
平
日
の
仕
事
が
単
発
し
か
な
く
困
っ

て
い
る
。
４
〜
５
社
に
派
遣
登
録
。
父
母
の
介

護
問
題
。
ミ
ニ
バ
ス
路
線
。

 

・
一
人
親
方
で
4
月
以
降
の
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
持
続
化
給
付
金
は
受
給
ミ
ス
。
賃
料
の
支

払
い
が
厳
し
い
。

 

・生
活
保
護
受
給
中
。
家
賃
滞
納
に
よ
り
強
制
退
去
。

当
面
の
生
活
拠
点
の
確
保
し
た
い
。

 

・
53
歳
の
息
子
。
障
害
あ
り
。
作
業
所
で
稼
働
。

コ
ロ
ナ
で
出
勤
日
数
が
減
少
。

  

・ （
生
活
）
多
摩
市
の
対
策
、
情
報
を
知
り
た
い
。

（
法
律
）
自
治
会
と
の
関
係
が
悪
い
。

 

・
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
困
難
。
貸
金
の
回
収
。

 

・
家
政
婦
派
遣
で
働
い
て
い
る
が
、
個
人
事
業
主

扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
持
続
化
給
付
金
の
申
請

を
し
た
い
。

 

・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
働
い
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
で
根
拠
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま

支
払
い
が
40
％
減
額
さ
れ
た
。

 

・
解
雇
・
雇
止
め
。
11
月
2
日
に
希
望
退
職
（
45

〜
60
歳
）
10
名
程
度
の
通
知
が
社
内
の
掲
示
板

や
メ
ー
ル
通
知
に
て
あ
り
。
個
別
勧
奨
は
な
し
。

今
週
木
金
に
説
明
会
。
経
営
の
説
明
は
な
し
、

し
ご
と
は
な
く
な
っ
て
い
る
、
加
算
10
ヶ
月
分

12
月
31
日
退
職
。

 

・
コ
ロ
ナ
か
な
と
思
っ
た
と
き
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
？　
具
合
が
悪
い
と
き
に
ど
こ
に
？

  

・
友
人
が
ひ
ど
い
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
。
コ

ン
ビ
ニ
店
長
の
ひ
ど
い
パ
ワ
ハ
ラ
。
今
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
人
は
私
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
時

助
け
て
く
れ
た
人
。

 

・
一
昨
日
か
ら
発
熱
。
今
は
36
・
5
℃
。
検
査
の

こ
と
な
ど
相
談
。

 

・
コ
ロ
ナ
に
な
り
そ
う
な
と
き
、
な
っ
た
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
。

 

・
求
人
内
容
が
違
う
。
覚
え
の
な
い
懲
戒
処
分
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
。

 

・
シ
ョ
ー
パ
ブ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
仕
事
。
コ

ロ
ナ
で
月
収
9
万
円
に
減
。
家
賃
3
万
5
千
円
。

緊
急
小
口
貸
し
付
け
を
7
月
ご
ろ
受
け
た
が
貯

金
も
な
く
な
っ
て
き
た
。

 

・
7
〜
10
月
ま
で
旅
行
関
係
の
職
業
訓
練
校
に
。

そ
の
前
は
3
月
ま
で
派
遣
。
コ
ロ
ナ
で
仕
事
が

決
ま
ら
な
い
。
失
業
保
険
が
12
月
ま
で
。

 

・
事
故
を
機
に
精
神
的
に
不
安
定
。
会
社
が
感
染

対
策
を
行
っ
て
く
れ
な
い
。　
ほ
か

■
振
り
返
り
・
意
見
な
ど

﹇
食
糧
支
援
に
つ
い
て
﹈

・
食
料
支
援
は
、
渡
し
て
終
わ
り
に
し
な
い
支
援

私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
経
済
格
差
や
失
業

と
い
っ
た
社
会
不
安
、そ
の
結
果
招
来
さ
れ
る
「
子

ど
も
の
貧
困
」「
貧
困
の
連
鎖
」
に
対
し
、
私
は
強

い
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
不
安
定
な
雇
用
や

自
己
責
任
を
迫
る
状
況
な
ど
は
、
働
き
、
生
活
す

る
私
た
ち
か
ら
、未
来
を
つ
く
る「
活
力
」や「
希
望
」

を
奪
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
「
誇
り
」
を
も
っ

て
働
き
、「
希
望
」
を
抱
い
て
生
活
で
き
る
社
会
を

つ
く
り
た
い
と
強
く
願
う
次
第
で
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
課
題
に
対
す
る
府
中
緊
急
派

遣
村
の
方
々
の
活
動
を
一
つ
の
指
針
に
、
こ
れ
ま

で
府
中
市
（
4
月
28
、
29
日
／
相
談
数
47
件
）、
国

立
市
（
5
月
29
、
30
日
／
相
談
数
74
件
）
で
コ
ロ

ナ
困
り
ご
と
相
談
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
秋
冬
の
状
況
変
化
へ
の
不
安
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
困
窮
者
の
増
加
と
深
刻
化
が

い
っ
そ
う
進
む
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
困
り
ご
と
を

こ
ま
め
に
す
く
い
、
地
域
社
会
で
共
に
解
決
に
向

か
う
こ
と
が
急
務
と
考
え
、
今
回
の
多
摩
市
で
の

開
催
（
11
月
2
、
3
日
）
と
な
り
ま
し
た
。

2
日
間
の
相
談
数
は
42
件
、
自
治
体
を
ま
た
ぐ

広
域
な
動
き
を
必
要
と
す
る
こ
と
や
緊
急
性
を
要

す
る
も
の
な
ど
、
開
催
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
事
案
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
今
回
の
多
摩
市
で
の
相
談
会
で
は
、

「
P
C
R
検
査
の
受
け
方
は
？
」「
会
社
が
感
染
症

対
策
を
と
っ
て
く
れ
な
い
」
な
ど
、健
康
（
感
染
症
）

に
関
す
る
問
題
が
目
立
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

相
談
会
当
日
〝
青
空
診
察
〞
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
医
師
は
、
最
近
の
患
者
さ
ん
の
動
向
に
つ

い
て
、「
春
先
の
２
〜
３
カ
月
は
慢
性
疾
患
の
あ
る

人
の
間
で
院
内
感
染
を
警
戒
し
て
『
受
診
控
え
』

が
あ
っ
た
。
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
手
控
え
て
い
た

会
社
の
定
期
健
診
や
異
常
値
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
定

期
検
査
、
治
療
目
的
の
駆
け
込
み
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
経
済
的
に
不
安
定
で
通
院
を
見
送
る
患

者
さ
ん
も
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
（
4
月
7
日
発
令
〜
5

と今を読み、語る会

今年は、多摩研創立50周年です。
これからの時代は、地方自治や住民自治の質が
私たちの生活を一層大きく左右します。

「だれかに『決断』を求めるのではなく、主権者としての深い研究と討論、
　心の通い合うふつうの言葉で語られる共同目標による行動がうみだす」＊

多摩研50年、その先の一歩を踏み出したいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　＊『緑の風』2012年3月号 dataTAMA vol.16（ 池上洋通さん）より

NPO法人 多摩住民自治研究所

1）「研究と教育の自律性を地方自治によって支える」
 『緑の風』2020年12月号

2）「人権保障を土台にすえた地方自治の発展を実現させていくために」
 『緑の風』2021年2月号掲載予定

Zoomを未経験の方も多摩研事務局で丁寧にご説明いたします。
開催方法：Zoom（事前にURL等をお送りいたします） 
参加方法：多摩研まで［お名前／ご連絡先（e-mail等）］をお知らせください。
 連絡： e-mail● tamajitiken1972@space.ocn.ne.jp
  電話● 042-586-7651まで
 ※参加したいが、Zoomは苦手という方は、多摩研事務所での
 　参加も可能ですので、お気軽にご相談ください。
参加費： 無料

『緑の風』に書かれた文章を著者と一緒に読み、語り合います。
　その後は、参加者同士で和気あいあい、情報交流会（zoom呑みOK #^_^#）で盛り上がります。

『緑の風』のバックナンバーは右記からご覧になれます。http://www.tamaken.org/?page_id=2454

vol.

1 2021

2/11
（祝・木）

19:00~20:30

………………記念すべき第1回語り手は、もちろん！ 荒井文昭 理事長です。

………………………ぜひ、お気軽にご参加ください！………………………
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